
展覧会における美術品損害の補償に関する法律案

優れた美術品をより多くの国民が鑑賞できるよう、展示美術品の損害を政府が補償
することにより、質の高い展覧会が広く全国で開催されるよう国が支援する。

【背景】
○ 美術品の評価額の上昇、テロ・自然災害等により、展覧会の美術品の保険料が
高騰。

○ 景気悪化に伴い、民間主催の大規模展覧会の規模が縮小。断念するケースも。

○ Ｇ８ではロシアと日本以外で、またＥＵ加盟国の約６割で、国家補償制度を導入済。

趣 旨

○ 美術品の損害につき、政府が補償契約を締結できることを定める。

○ 対象となる展覧会は、国民が美術品を鑑賞する機会の拡大に資するものとして
文部科学省令で定める規模、内容その他の要件に該当するものであることとする。

○ 対象となる展覧会の主催者は、当該展覧会を適確かつ円滑に実施するために必要
な経理的基礎及び技術的能力を有する者であることとする。

○ 損害総額の一定部分は主催者が負担、それを超える部分を国が補償する（ただし、
補償上限額を定める）。

○ 毎年度の補償契約の締結の限度額を予算で定める。

○ 文化審議会の意見を聴いて、対象となる展覧会を決定する。

【本法案の効果】
① 広く全国で安定的・継続的に優れた展覧会が開催されるようになる。

② 海外の美術品を多くの国民の鑑賞に供することで、国際文化交流が活性化する。

③ 展覧会の選定手続を通じ、その美術館の企画・運営能力の向上が図られる。

概 要

平成２３年４月１日

施 行 期 日

参考資料４



美術品国家補償制度の仕組み

１．美術品国家補償制度における展覧会の補償額の範囲

２．美術品国家補償制度における関係者の契約関係

（注１） 政令で定める額（補償下限額は一般損害と地震等の特定損害に分ける。）
（注２） 一会計年度の予算で定める額（年度によって変動）で10件程度の展覧会の美術品の損害

補償を想定。

・国は、展覧会の主催者を相手方として、美術品の所有者（海外の美術館等）に対し、その美術品の
損害を補償する契約を展覧会主催者と締結する。

・国の補償は、美術品の所有者等の請求に応じて、その損害総額が補償下限額を超える場合に、
その超過額（ただし、補償上限額の範囲内）を所有者に支払う。

補償上限額（注１）

０

実際の損害額

実際の損害額

補償下限額（注１）

国家補償で

対応

自己負担分

（民間保険で付保）

（民間保険で付保）

海外の

美術館等

保険会社

作品貸し出し

保険料支払い

展覧会主催者
（美術館・博物館等）

事故発生時に
損害額を支払い

借料支払い

国

補償下限額及び補償上限額を超える額は

引き続き民間保険で対応

【補
償
契
約
】

国の募集要項に

合致した優れた

内容の展覧会主

催者と契約

補償下限額を超えた場合に

補償上限金額の範囲内で補償

募
集
要
項
を

作
成
・
公
表

申
請



一
頁

展
覧
会
に
お
け
る
美
術
品
損
害
の
補
償
に
関
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

法
律
の
目
的
等

一

目
的

こ
の
法
律
は
、
展
覧
会
の
主
催
者
が
展
覧
会
の
た
め
に
借
り
受
け
た
美
術
品
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
、
政
府
が
当
該

損
害
を
補
償
す
る
制
度
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
が
美
術
品
を
鑑
賞
す
る
機
会
の
拡
大
に
資
す
る
展
覧
会
の
開
催
を

支
援
し
、
も
っ
て
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
。

（
第
一
条
関
係
）

二

定
義

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

㈠

美
術
品

絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
品
そ
の
他
の
有
形
の
文
化
的
所
産
で
あ
る
動
産
を
い
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

㈡

展
覧
会

美
術
品
を
公
衆
の
観
覧
に
供
す
る
た
め
の
催
し
で
、
次
に
掲
げ
る
施
設
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
を
い

う
も
の
と
す
る
こ
と
。

イ

独
立
行
政
法
人
国
立
美
術
館
が
設
置
す
る
美
術
館



二
頁

ロ

独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
が
設
置
す
る
博
物
館

ハ

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
博
物
館
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
八
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
博
物
館
又
は
同
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
博
物
館
に
相
当
す
る
施
設
と
し
て
指
定
さ
れ
た
施
設

（
第
二
条
関
係
）

第
二

補
償
契
約
の
内
容
等

一

補
償
契
約

１

政
府
は
、
展
覧
会
の
主
催
者
を
相
手
方
と
し
て
、
当
該
主
催
者
が
当
該
展
覧
会
の
た
め
に
借
り
受
け
た
美
術
品
に
損

害
が
生
じ
た
場
合
に
、
政
府
が
そ
の
所
有
者
に
対
し
当
該
損
害
を
補
償
す
る
こ
と
を
約
す
る
契
約
（
以
下
「
補
償
契
約

」
と
い
う
。
）
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
条
第
一
項
関
係
）

２

１
の
展
覧
会
は
、
国
民
が
美
術
品
を
鑑
賞
す
る
機
会
の
拡
大
に
資
す
る
も
の
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
規
模

、
内
容
そ
の
他
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
条
第
二
項
関
係
）

３

１
の
展
覧
会
の
主
催
者
は
、
当
該
展
覧
会
を
適
確
か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
経
理
的
基
礎
及
び
技
術
的

能
力
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
条
第
三
項
関
係
）



三
頁

二

補
償
金

１

補
償
契
約
に
よ
る
政
府
の
補
償
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
る
額
（
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
る
額
の
合
計
額
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
る
額
又
は
そ
れ

ぞ
れ
に
定
め
る
額
の
合
計
額
が
政
令
で
定
め
る
額
（
以
下
「
補
償
上
限
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は

補
償
上
限
額
と
す
る
。
）
の
限
度
で
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
補
償
対
象
損
害
（
補
償
契
約
に

よ
る
補
償
の
対
象
と
な
る
損
害
と
し
て
補
償
契
約
で
定
め
る
損
害
を
い
い
、
補
償
契
約
の
相
手
方
で
あ
る
展
覧
会
の
主

催
者
が
第
二
の
四
の
規
定
に
違
反
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
損
害
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
額
は
、
対
象
美
術
品
（

補
償
契
約
の
相
手
方
で
あ
る
展
覧
会
の
主
催
者
が
当
該
展
覧
会
の
た
め
に
借
り
受
け
た
美
術
品
の
う
ち
、
補
償
契
約
に

よ
る
補
償
の
対
象
と
な
る
も
の
と
し
て
補
償
契
約
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
約
定
評
価
額
（
対
象
美

術
品
の
価
額
と
し
て
補
償
契
約
で
定
め
る
価
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
っ
て
算
定
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
四
条
第
一
項
関
係
）

㈠

当
該
補
償
契
約
に
係
る
対
象
美
術
品
に
つ
い
て
生
じ
た
補
償
対
象
損
害
（
地
震
に
よ
る
損
害
そ
の
他
の
政
令
で
定

め
る
損
害
（
㈡
に
お
い
て
「
特
定
損
害
」
と
い
う
。
）
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
額
の
合
計
額
が
政
令
で
定



四
頁

め
る
額
を
超
え
る
場
合

そ
の
超
え
る
額

㈡

当
該
補
償
契
約
に
係
る
対
象
美
術
品
に
つ
い
て
生
じ
た
補
償
対
象
損
害
（
特
定
損
害
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。

）
の
額
の
合
計
額
が
政
令
で
定
め
る
額
を
超
え
る
場
合

そ
の
超
え
る
額

２

補
償
契
約
に
係
る
対
象
美
術
品
ご
と
の
補
償
金
の
額
の
算
定
方
法
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め

る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
四
条
第
二
項
関
係
）

三

補
償
契
約
の
締
結
の
限
度

政
府
は
、
一
会
計
年
度
内
に
締
結
す
る
補
償
契
約
に
係
る
約
定
評
価
額
総
額
（
一
の
補
償
契
約
に
係
る
対
象
美
術
品
の

約
定
評
価
額
の
合
計
額
（
当
該
合
計
額
が
補
償
上
限
額
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
補
償
上
限
額
）
を
い
う
。
）
の
合

計
額
が
会
計
年
度
ご
と
に
国
会
の
議
決
を
経
た
金
額
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
補
償
契
約
を
締
結
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
五
条
関
係
）

四

対
象
美
術
品
の
取
扱
い

補
償
契
約
の
相
手
方
で
あ
る
展
覧
会
の
主
催
者
は
、
対
象
美
術
品
の
展
示
、
運
搬
そ
の
他
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
、

そ
の
損
害
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と



五
頁

す
る
こ
と
。

（
第
六
条
関
係
）

五

補
償
契
約
の
解
除

政
府
は
、
当
該
補
償
契
約
に
係
る
展
覧
会
が
第
二
の
一
の
２
に
規
定
す
る
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
当
該

補
償
契
約
の
相
手
方
で
あ
る
展
覧
会
の
主
催
者
が
第
二
の
一
の
３
に
規
定
す
る
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
と
き
若
し
く

は
第
二
の
四
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
等
は
、
将
来
に
向
か
っ
て
補
償
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ

と
。

（
第
十
一
条
関
係
）

六

そ
の
他

１

報
告
の
徴
収
、
補
償
金
の
支
払
を
受
け
る
権
利
の
時
効
、
補
償
金
を
支
払
っ
た
場
合
に
お
け
る
残
存
物
代
位
及
び
請

求
権
代
位
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
。

（
第
七
条
か
ら
第
十
条
関
係
）

２

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
政
府
の
業
務
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
管
掌
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
二
条
第
一
項
関
係
）

３

文
部
科
学
大
臣
は
、
補
償
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
文
化
審
議
会
の
意
見
を
聴
く
と

と
も
に
、
財
務
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
二
条
第
二
項
関
係
）



六
頁

４

文
部
科
学
大
臣
は
、
補
償
契
約
に
基
づ
く
業
務
の
一
部
を
損
害
保
険
会
社
等
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
こ
と
。

（
第
十
三
条
関
係
）

５

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
補
償
契
約
の
締
結
の
手
続
そ
の
他
こ
の
法
律
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
事
項
は

、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
四
条
関
係
）

第
三

施
行
期
日

一

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
一
項
関
係
）

二

文
部
科
学
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
六
号
）
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
二
項
関
係
）



一
頁

展
覧
会
に
お
け
る
美
術
品
損
害
の
補
償
に
関
す
る
法
律

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
展
覧
会
の
主
催
者
が
展
覧
会
の
た
め
に
借
り
受
け
た
美
術
品
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
、
政
府
が
当

該
損
害
を
補
償
す
る
制
度
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
が
美
術
品
を
鑑
賞
す
る
機
会
の
拡
大
に
資
す
る
展
覧
会
の
開
催
を

支
援
し
、
も
っ
て
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

美
術
品

絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
品
そ
の
他
の
有
形
の
文
化
的
所
産
で
あ
る
動
産
を
い
う
。

二

展
覧
会

美
術
品
を
公
衆
の
観
覧
に
供
す
る
た
め
の
催
し
で
、
次
に
掲
げ
る
施
設
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
を
い
う
。

イ

独
立
行
政
法
人
国
立
美
術
館
が
設
置
す
る
美
術
館

ロ

独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
が
設
置
す
る
博
物
館

ハ

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
博
物
館
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
八
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定

す
る
博
物
館
又
は
同
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
博
物
館
に
相
当
す
る
施
設
と
し
て
指
定
さ
れ
た
施
設



二
頁

（
補
償
契
約
）

第
三
条

政
府
は
、
展
覧
会
の
主
催
者
を
相
手
方
と
し
て
、
当
該
主
催
者
が
当
該
展
覧
会
の
た
め
に
借
り
受
け
た
美
術
品
に
損

害
が
生
じ
た
場
合
に
、
政
府
が
そ
の
所
有
者
に
対
し
当
該
損
害
を
補
償
す
る
こ
と
を
約
す
る
契
約
（
以
下
「
補
償
契
約
」
と

い
う
。
）
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
展
覧
会
は
、
国
民
が
美
術
品
を
鑑
賞
す
る
機
会
の
拡
大
に
資
す
る
も
の
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
規
模
、

内
容
そ
の
他
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
展
覧
会
の
主
催
者
は
、
当
該
展
覧
会
を
適
確
か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
経
理
的
基
礎
及
び
技
術
的

能
力
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
補
償
金
）

第
四
条

補
償
契
約
に
よ
る
政
府
の
補
償
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
（
当
該
各
号
に

掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
各
号
に
定
め
る
額
の
合
計
額
と
し
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額

又
は
当
該
合
計
額
が
政
令
で
定
め
る
額
（
以
下
「
補
償
上
限
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
補
償
上
限
額
と

す
る
。
）
の
限
度
で
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
補
償
対
象
損
害
（
補
償
契
約
に
よ
る
補
償
の
対
象
と
な
る



三
頁

損
害
と
し
て
補
償
契
約
で
定
め
る
損
害
を
い
い
、
補
償
契
約
の
相
手
方
で
あ
る
展
覧
会
の
主
催
者
が
第
六
条
の
規
定
に
違
反

し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
損
害
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
額
は
、
対
象
美
術
品
（
補
償
契
約
の
相
手
方
で
あ
る
展
覧
会
の

主
催
者
が
当
該
展
覧
会
の
た
め
に
借
り
受
け
た
美
術
品
の
う
ち
、
補
償
契
約
に
よ
る
補
償
の
対
象
と
な
る
も
の
と
し
て
補
償

契
約
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
約
定
評
価
額
（
対
象
美
術
品
の
価
額
と
し
て
補
償
契
約
で
定
め
る
価
額
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
っ
て
算
定
す
る
。

一

当
該
補
償
契
約
に
係
る
対
象
美
術
品
に
つ
い
て
生
じ
た
補
償
対
象
損
害
（
地
震
に
よ
る
損
害
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る

損
害
（
次
号
に
お
い
て
「
特
定
損
害
」
と
い
う
。
）
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
額
の
合
計
額
が
政
令
で
定
め
る
額

を
超
え
る
場
合

そ
の
超
え
る
額

二

当
該
補
償
契
約
に
係
る
対
象
美
術
品
に
つ
い
て
生
じ
た
補
償
対
象
損
害
（
特
定
損
害
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の

額
の
合
計
額
が
政
令
で
定
め
る
額
を
超
え
る
場
合

そ
の
超
え
る
額

２

補
償
契
約
に
係
る
対
象
美
術
品
ご
と
の
補
償
金
の
額
の
算
定
方
法
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
。

（
補
償
契
約
の
締
結
の
限
度
）

第
五
条

政
府
は
、
一
会
計
年
度
内
に
締
結
す
る
補
償
契
約
に
係
る
約
定
評
価
額
総
額
（
一
の
補
償
契
約
に
係
る
対
象
美
術
品



四
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の
約
定
評
価
額
の
合
計
額
（
当
該
合
計
額
が
補
償
上
限
額
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
補
償
上
限
額
）
を
い
う
。
）
の
合

計
額
が
会
計
年
度
ご
と
に
国
会
の
議
決
を
経
た
金
額
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
補
償
契
約
を
締
結
す
る
も
の
と
す
る
。

（
対
象
美
術
品
の
取
扱
い
）

第
六
条

補
償
契
約
の
相
手
方
で
あ
る
展
覧
会
の
主
催
者
は
、
対
象
美
術
品
の
展
示
、
運
搬
そ
の
他
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は

、
そ
の
損
害
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
の
徴
収
）

第
七
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
補
償
契
約
の
相
手
方
で
あ
る
展
覧
会
の
主
催
者
に
対
し
、

当
該
展
覧
会
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
時
効
）

第
八
条

補
償
金
の
支
払
を
受
け
る
権
利
は
、
三
年
間
行
わ
な
い
と
き
は
、
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
。

（
残
存
物
代
位
）

第
九
条

政
府
は
、
対
象
美
術
品
の
全
部
が
滅
失
し
た
場
合
に
お
い
て
、
補
償
金
を
支
払
っ
た
と
き
は
、
当
該
補
償
金
の
額
の

約
定
評
価
額
に
対
す
る
割
合
に
応
じ
て
、
当
該
対
象
美
術
品
に
関
し
て
そ
の
所
有
者
が
有
す
る
所
有
権
そ
の
他
の
物
権
に
つ



五
頁

い
て
当
然
に
当
該
所
有
者
に
代
位
す
る
。

（
請
求
権
代
位
）

第
十
条

政
府
は
、
補
償
金
を
支
払
っ
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
う
ち
い
ず
れ
か
少
な
い
額
を
限
度
と
し
て
、
補
償
対
象

損
害
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
対
象
美
術
品
の
所
有
者
が
取
得
す
る
債
権
（
第
二
号
に
お
い
て
「
所
有
者
取
得
債
権
」
と
い
う

。
）
に
つ
い
て
当
然
に
当
該
所
有
者
に
代
位
す
る
。

一

政
府
が
支
払
っ
た
補
償
金
の
額

二

所
有
者
取
得
債
権
の
額

（
補
償
契
約
の
解
除
）

第
十
一
条

政
府
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
将
来
に
向
か
っ
て
補
償
契
約
を
解
除
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
補
償
契
約
に
係
る
展
覧
会
が
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
と
き
。

二

当
該
補
償
契
約
の
相
手
方
で
あ
る
展
覧
会
の
主
催
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
。

イ

第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
と
き
。



六
頁

ロ

第
六
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

ハ

第
七
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。

ニ

当
該
補
償
契
約
の
条
項
に
違
反
し
た
と
き
。

（
業
務
の
管
掌
）

第
十
二
条

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
政
府
の
業
務
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
管
掌
す
る
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
補
償
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
文
化
審
議
会
の
意
見
を
聴
く
と
と
も

に
、
財
務
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
業
務
の
委
託
）

第
十
三
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
補
償
契
約
に
基
づ
く
業
務
の
一
部
を
保
険
業
法
（
平
成
七

年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
損
害
保
険
会
社
又
は
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
外
国
損
害
保
険
会
社
等
に

委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
文
部
科
学
省
令
へ
の
委
任
）

第
十
四
条

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
補
償
契
約
の
締
結
の
手
続
そ
の
他
こ
の
法
律
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
事
項



七
頁

は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
文
部
科
学
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

２

文
部
科
学
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
第
一
項
第
五
号
中
「
第
七
条
第
三
項
」
の
下
に
「
、
展
覧
会
に
お
け
る
美
術
品
損
害
の
補
償
に
関
す
る
法
律
（

平
成
二
十
二
年
法
律
第

号
）
第
十
二
条
第
二
項
」
を
加
え
る
。



八
頁

理

由

国
民
が
美
術
品
を
鑑
賞
す
る
機
会
の
拡
大
に
資
す
る
展
覧
会
の
開
催
を
支
援
す
る
た
め
、
そ
の
主
催
者
が
展
覧
会
の
た
め
に

借
り
受
け
た
美
術
品
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
、
政
府
が
当
該
損
害
を
補
償
す
る
制
度
を
創
設
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、

こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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覧
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損
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展
覧
会
に
お
け
る
美
術
品
損
害
の
補
償
に
関
す
る
法
律
案
新
旧
対
照
条
文

（
傍
線
は
改
正
部
分
）

○

文
部
科
学
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
六
号
）

改

正

案

現

行

（
文
化
審
議
会
）

（
文
化
審
議
会
）

第
三
十
条

文
化
審
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
三
十
条

文
化
審
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
同
上
）

五

文
化
芸
術
振
興
基
本
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
四
十
八
号
）
第
七
条
第

五

文
化
芸
術
振
興
基
本
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
四
十
八
号
）
第
七
条
第

三
項
、
展
覧
会
に
お
け
る
美
術
品
損
害
の
補
償
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十

三
項
、
著
作
権
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
、
万
国
著
作
権
条

二
年
法
律
第

号
）
第
十
二
条
第
二
項
、
著
作
権
法
（
昭
和
四
十
五
年

約
の
実
施
に
伴
う
著
作
権
法
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律

法
律
第
四
十
八
号
）
、
万
国
著
作
権
条
約
の
実
施
に
伴
う
著
作
権
法
の
特
例

第
八
十
六
号
）
第
五
条
第
四
項
、
著
作
権
等
管
理
事
業
法
（
平
成
十
二
年
法

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
五
条
第
四
項
、
著

律
第
百
三
十
一
号
）
第
二
十
四
条
第
四
項
、
文
化
財
保
護
法
第
百
五
十
三
条

作
権
等
管
理
事
業
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
二
十
四
条
第

及
び
文
化
功
労
者
年
金
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
二
条

四
項
、
文
化
財
保
護
法
第
百
五
十
三
条
及
び
文
化
功
労
者
年
金
法
（
昭
和
二

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と

十
六
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に

。

属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
同
上
）
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○
博
物
館
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
八
十
五
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
博
物
館
」
と
は
、
歴
史
、
芸
術
、
民
俗
、
産
業
、
自
然
科
学
等
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
、
保
管
（
育
成
を
含
む
。
以

下
同
じ
。
）
し
、
展
示
し
て
教
育
的
配
慮
の
下
に
一
般
公
衆
の
利
用
に
供
し
、
そ
の
教
養
、
調
査
研
究
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
に
資
す
る
た
め
に
必
要

な
事
業
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
こ
れ
ら
の
資
料
に
関
す
る
調
査
研
究
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
機
関
（
社
会
教
育
法
に
よ
る
公
民
館
及
び
図
書
館
法
（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
に
よ
る
図
書
館
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
地
方
公
共
団
体
、
一
般
社
団
法
人
若
し
く
は
一
般
財
団
法
人
、
宗
教
法
人
又
は

政
令
で
定
め
る
そ
の
他
の
法
人
（
独
立
行
政
法
人
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政

法
人
を
い
う
。
第
二
十
九
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
）
が
設
置
す
る
も
の
で
次
章
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
た
も
の
を
い
う
。

２
・
３

（
略
）

（
登
録
）

第
十
条

博
物
館
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
博
物
館
に
つ
い
て
、
当
該
博
物
館
の
所
在
す
る
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
に
備
え
る
博
物
館
登
録

原
簿
に
登
録
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

（
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
と
の
関
係
）

第
二
十
七
条

（
略
）

２

都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
私
立
博
物
館
に
対
し
、
そ
の
求
め
に
応
じ
て
、
私
立
博
物
館
の
設
置
及
び
運
営
に
関
し
て
、
専
門
的
、
技
術
的
の
指

導
又
は
助
言
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
博
物
館
に
相
当
す
る
施
設
）

第
二
十
九
条

博
物
館
の
事
業
に
類
す
る
事
業
を
行
う
施
設
で
、
国
又
は
独
立
行
政
法
人
が
設
置
す
る
施
設
に
あ
つ
て
は
文
部
科
学
大
臣
が
、
そ
の
他
の

施
設
に
あ
つ
て
は
当
該
施
設
の
所
在
す
る
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
が
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
博
物
館
に
相
当
す
る
施
設
と
し

て
指
定
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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○
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
損
害
保
険
会
社
」
と
は
、
保
険
会
社
の
う
ち
第
三
条
第
五
項
の
損
害
保
険
業
免
許
を
受
け
た
者
を
い
う
。

５
～
８

（
略
）

９

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
外
国
損
害
保
険
会
社
等
」
と
は
、
外
国
保
険
会
社
等
の
う
ち
第
百
八
十
五
条
第
五
項
の
外
国
損
害
保
険
業
免
許
を
受
け
た
者

を
い
う
。

～

（
略
）

10

42
（
免
許
）

第
三
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

生
命
保
険
業
免
許
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
保
険
の
引
受
け
を
行
い
、
又
は
こ
れ
に
併
せ
て
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
保
険
の
引
受
け
を
行

う
事
業
に
係
る
免
許
と
す
る
。

一

人
の
生
存
又
は
死
亡
（
当
該
人
の
余
命
が
一
定
の
期
間
以
内
で
あ
る
と
医
師
に
よ
り
診
断
さ
れ
た
身
体
の
状
態
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
関
し
、
一
定
額
の
保
険
金
を
支
払
う
こ
と
を
約
し
、
保
険
料
を
収
受
す
る
保
険
（
次
号
ハ
に
掲
げ
る
死
亡
の
み
に
係
る
も
の
を

除
く
。
）

二

次
に
掲
げ
る
事
由
に
関
し
、
一
定
額
の
保
険
金
を
支
払
う
こ
と
又
は
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
生
ず
る
こ
と
の
あ
る
当
該
人
の
損
害
を
て
ん
補
す
る
こ
と

を
約
し
、
保
険
料
を
収
受
す
る
保
険

イ

人
が
疾
病
に
か
か
っ
た
こ
と
。

ロ

傷
害
を
受
け
た
こ
と
又
は
疾
病
に
か
か
っ
た
こ
と
を
原
因
と
す
る
人
の
状
態

ハ

傷
害
を
受
け
た
こ
と
を
直
接
の
原
因
と
す
る
人
の
死
亡

ニ

イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
も
の
に
類
す
る
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
（
人
の
死
亡
を
除
く
。
）

ホ

イ
、
ロ
又
は
ニ
に
掲
げ
る
も
の
に
関
し
、
治
療
（
治
療
に
類
す
る
行
為
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。
）
を
受
け
た
こ
と
。

三

次
項
第
一
号
に
掲
げ
る
保
険
の
う
ち
、
再
保
険
で
あ
っ
て
、
前
二
号
に
掲
げ
る
保
険
に
係
る
も
の
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５

損
害
保
険
業
免
許
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
保
険
の
引
受
け
を
行
い
、
又
は
こ
れ
に
併
せ
て
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ
る
保
険
の
引
受
け
を
行

う
事
業
に
係
る
免
許
と
す
る
。

一

一
定
の
偶
然
の
事
故
に
よ
っ
て
生
ず
る
こ
と
の
あ
る
損
害
を
て
ん
補
す
る
こ
と
を
約
し
、
保
険
料
を
収
受
す
る
保
険
（
次
号
に
掲
げ
る
保
険
を
除

く
。
）

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
保
険

三

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
保
険
の
う
ち
、
人
が
外
国
へ
の
旅
行
の
た
め
に
住
居
を
出
発
し
た
後
、
住
居
に
帰
着
す
る
ま
で
の
間
（
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
「
海
外
旅
行
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
当
該
人
の
死
亡
又
は
人
が
海
外
旅
行
期
間
中
に
か
か
っ
た
疾
病
を
直
接
の
原
因
と
す
る
当
該
人
の
死

亡
に
関
す
る
保
険

６

（
略
）

（
免
許
）

第
百
八
十
五
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

外
国
損
害
保
険
業
免
許
は
、
第
三
条
第
五
項
第
一
号
に
掲
げ
る
保
険
の
引
受
け
を
行
い
、
又
は
こ
れ
に
併
せ
て
同
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲

げ
る
保
険
の
引
受
け
を
行
う
事
業
に
係
る
免
許
と
す
る
。

６

（
略
）

○
文
部
科
学
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
六
号
）
（
抄
）

（
文
化
審
議
会
）

第
三
十
条

文
化
審
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
～
四

（
略
）

五

文
化
芸
術
振
興
基
本
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
四
十
八
号
）
第
七
条
第
三
項
、
著
作
権
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
、
万
国
著
作
権

条
約
の
実
施
に
伴
う
著
作
権
法
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
五
条
第
四
項
、
著
作
権
等
管
理
事
業
法
（
平
成
十

二
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
二
十
四
条
第
四
項
、
文
化
財
保
護
法
第
百
五
十
三
条
及
び
文
化
功
労
者
年
金
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
二
十
五

号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

２
・
３

（
略
）




